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B 43　　結婚支膚.--対-すi -^観。態度と行動

　　　　良知ザ糎大　阪木弘子　　　るさま嘩立々短大　o 佐野･吻于

　　　　岐算女妨大　山田泰子

　目的　古永ヵヽら・-l慣で. it性iI結外支濃に-*ロ服を一揃い個匁Iひヽる。緒略支度IJ母

観。潅汲とされ7 ヽヽいへ曳知4. ■ 岐年専をわ､iヽとI 九廻城Tia ,「衣叢み-ttj fc*r-心で

支濃の１ヘ.- 7 ，公開-t 3 風-'W iみられi . ≪ 常・',i でば如吠^ If)の括昏・リ- なくU ，た現

it. r あいヽ". 結婚支度は依烈とトz 後来の風"^ ｶﾊﾞ・まI 踏襲されいヽi マあろろヵヽ。

　そこ1≒　当地方･- 在佳T J娘を持っ母粍。太場T a , ; ,r,ような習慣をV1 ガ.- 必't とめ

7 'ヽJ *ヽI-つヽヽマ. 和眼に対すi 態貧:関連？-v. て検討I T-.

　方循　女手短大主。膏規官耶ゐを対象とし、略如め年//月下句に、留竃注･、J ')i耳奎"e

行･1-.「和服のH.用一--聞t J　I J「こ･」」、「ヂ廿のμ特支A とに､詞匁寸3 和服の-t」、

「衣家h-・の嵐－」V- 討すS 被験者の行動意図おJt >■熊､度、規範t識V井工布子らの働べ

v用い1 §支し, い

　緒熹　上記の「にrt I)」、「植婚支洩」、「衣tみit」r- 対-すs 行動意図をタロタ基碑

I- V I) .　そHい'-Ml
、熊度＼^ 吼範i識を託明大数いf重回帰やｵに行い、行動i-Illr

規欠i } 蒙朋友載β（槍準偽回帰係数) >尊含、いこ。「和暖I [ きr--リ」･こ対すi 祉験者

の紆乍itaは、社友I ･] % むK ら観範意識・恥響V 猟く受け7ヽヽJ.「H^齢支度」心対１

s 行才力tm ･2， 規範J ■)t 熊度の劃掌ヵ^■尺！<,「衣tみ≪」、こ対する附動意図r It, 努、

寒't *見此の影響･ぷ)≫) L- < い･受I? い、i こヒ*ヽ>■わ■*ヽ、1--. i た、一般りな和月良･・対'? a 熊、

度v-'好意的rj:考りH好-fe的V考7- 13、奴朋友数。βか･と- ・Jtう<'. 暑W 3 1?'、・つ'> 7 も検討

の結集、和服にﾀいて好奇的な者13 じ. 規範の勧掌似強く反映い

B 44
女子学生と.中高年婦人の下着の^用実なに閤する研乞

１古屋女子大短大　古川智恵子　〇中田明美

　目的　前報7･は。現べフ7 ．シ、ンの一つで･ある下Iの%胴実態t女子学生を碓点にヒ

らIて調査し. 機能性について比較m討しft. 本報･は／女子学生及騨中高岸対人の下着

IT)% 用実態及､加^の急識を綱査し、両者間を^u較親討し. 今枝の衣>i.'Aのあ') 方に対寸^

才t針を掃る奉を目的とした.

　方浅　調査期間　113和60 if-3 月～(＼年I ^　調査方戊　本学鯉大家政科の学生昶0 名に

対し、湊人口の母親、祖母μ対し. 配布≫斟まによ｡。て了ソケート調査を行な、た。調

査工&13li.　下Iの碇用曳熊V:昧あ行動にフいて行な、た.

　タ泉　Tiの着用曳舷は、高年M･腰巻aング･･ｽ･D一入、守年濁i以タンr－v＼　ハ

ーフショーツ、女于学生iまセに‘キニ、ヒ･キニ1Lか濠も夕夕く着)fiさ几　年冷力略くなろに

扱、て陥丈のμいもの加･好ま､れてぃろ、よに、高年層ｶ^匈めて為用した下船よ･勝恵、申年

層はｽﾞ･ロース､型であり. また鳥和りーンぱ高年層ぽ腰巻-ﾀｽ･･ロース1^、中午/斎はえ]-

ｽ､型ラズダンヤ- ド｀型力呻く､、l-^加和業から浮巣への紗行と同時に-f 着も斟吋た秦加

世代差にt%%にft･られた. れこ、下鳥毛用形態のμ由は. 学生はわ態・色･ 徊れ好みに冷

う. I 肱の搦硬さ薯を皇^lし. 母親はコまき易i. i古動作、剔り左あけ≒また購入a秘

m抑利立で･は、前渚は色ヽμ・ﾃすメンを重孫し、植かi、it * 易乱ｲ函絡。縫製写左あ

irてぃる。/. 首夏尽の認諭庶についてli. 前息は平叙以上かヽ･認趙していても, 雌χ時には

雙卯り浪加印く. 後勧よ≪ix時も重^i.している。玖上の事力＼ら学生はフr v シ3ソ性。心
理的滴足度t求的、母親は実用･ 堅宇性に壷きをおいてぃる傾向かヽ･みられた。


